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四
月
二
十
日
、
運
営
委
員
会
主
催
の

海
上
自
衛
隊
横
須
賀
基
地
見
学
が
行

わ
れ
、
二
〇
名
近
い
受
講
生
が
参
加
し

た
。
生
憎
の
天
気
だ
っ
た
が
、
基
地
見
学

や
軍
港
ク
ル
ー
ズ
と
充
実
し
た
一
日
と

な
っ
た
。
基
地
内
で
は
、
自
衛
官
の
方
か

ら
親
切
・
丁
寧
な
説
明
を
い
た
だ
き
な

が
ら
、
護
衛
艦
「
や
ま
ぎ
り
」
の
、
普
段

は
見
ら
れ
な
い
対
艦
対
空
の
各
装
備
や

Ｃ
Ｉ
Ｃ
室
、
ベ
ッ
ド
ル
ー
ム
や
食
堂
な
ど

の
艦
内
の
生
活
空
間
を
惜
し
み
な
く
見

せ
て
い
た
だ
い
た
。
特
に
印
象
に
残
っ
た

こ
と
は
、
外
国
軍
隊
よ
り
海
上
自
衛
隊 

 

 

第
十
四
期
運
営
委
員
会
発
足 

 

【運
営
委
員
会
企
画
】 

 

海
上
自
衛
隊
横
須
賀
基
地
潜
入
報
告 

が
優
れ
て
い
る
点
は
何
か
と
い
う
私
の

質
問
に
、
「
艦
内
が
綺
麗
に
掃
除
さ
れ

て
い
る
こ
と
」
と
回
答
さ
れ
た
こ
と
だ
。

確
か
に
艦
内
は
整
理
整
頓
が
行
き
届
い

て
い
た
。
こ
の
整
理
整
頓
が
あ
っ
て
こ

そ
、
有
事
の
場
合
に
即
座
に
対
応
で
き

る
も
の
と
改
め
て
実
感
し
た
。 

 

こ
の
日
、
南
極
か
ら
戻
っ
て
き
て
間
も

な
い
「
し
ら
せ
」
も
間
近
に
見
ら
れ
、
貴

重
な
体
験
が
で
き
た
。
今
回
だ
け
に
限

ら
ず
、
再
び
見
学
等
で
訪
れ
た
い
と
考

え
て
い
る
。 

 
 

 
 

江
森
直
樹
（東
京
都
新
宿
区
） 

 

 

吉
田
宣
之
校
長
か
ら
の
「
受
講
生
に

よ
り
主
体
性
を
持
っ
て
も
ら
い
、
企
画
・

運
営
に
携
わ
っ
て
も
ら
う
こ
と
」を
目
的

に
、
第
十
四
期
の
運
営
委
員
会
が
設
置

さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。 

 

第
十
四
期
の
運
営
員
会
は
、
立
候
補

に
よ
る
十
名
に
よ
り
構
成
さ
れ
、
第
一

回
運
営
委
員
会
（
一
月
二
六
日
）
の
冒

頭
で
、
加
藤
洋
治
事
務
局
長
よ
り
「
特

別
セ
ミ
ナ
ー
の
委
員
を
兼
務
し
、
施
設

見
学
な
ど
企
画
運
営
を
行
う
」
と
の
役

割
説
明
が
な
さ
れ
た
。
次
い
で
、
大
木

丈
二
氏
を
委
員
長
、
阿
部
浩
幸
氏
、
高

尾
俊
明
氏
を
副
委
員
長
と
し
て
決
定

し
運
営
を
開
始
し
た
。 

 

委
員
会
で
は
、
「
全
員
が
参
加
で
き
る

イ
ベ
ン
ト
を
主
体
的
に
企
画
す
る
こ
と
。

受
講
生
の
勉
強
と
受
講
生
間
の
交
流
に

役
立
つ
特
別
セ
ミ
ナ
ー
と
す
る
こ
と
。
」

を
共
有
し
、
具
体
的
な
取
り
組
み
に
つ

い
て
活
発
な
議
論
が
行
わ
れ
た
。 

 

 

八
月
に
予
定
さ
れ
て
い
る
特
別
セ
ミ

ナ
ー
は
、
関
心
の
高
い
憲
法
問
題
を
議

題
と
し
、
二
日
間
に
渡
る
深
い
議
論
の

場
と
し
て
計
画
中
で
あ
る
。 

 
今
後
、
運
営
委
員
会
は
、
受
講
生
主

体
の
取
り
組
み
と
し
て
、
政
大
の
活
性

化
の
一
翼
を
担
う
こ
と
と
な
る
。 

----------------------------
 

 

運
営
委
員
会
の
委
員
紹
介 

----------------------------
 

阿
部
浩
幸
（横
浜
市
中
区
・副
委
員
長
） 

江
森
直
樹
（東
京
都
新
宿
区
） 

大
木
丈
二
（横
浜
市
神
奈
川
区
・委
員
長
） 

小
田
切
雅
義
（
横
浜
市
中
区
） 

高
尾
俊
明
（横
浜
市
金
沢
区
・副
委
員
長
） 

高
林
陽
介
（相
模
原
市
南
区
） 

長
谷
川
琢
磨
（
横
浜
市
都
筑
区
） 

福
田
健
司
（横
浜
市
中
区
） 

洞
田
慎
一
（逗
子
市
） 

持
木
秀
樹 

（
東
京
都
町
田
市
） 

 
 

 
 

 
 

 

※
五
十
音
順
・敬
称
略 
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「地
域
の
リ
ー
ダ
ー
へ
」 

 

地
域
活
動
は
地
域
の
要
で
あ
る
。
行

政
側
と
の
折
衝
や
、
今
後
の
地
域
の
在

り
方
を
検
討
す
る
等
、
地
域
の
自
治
を

守
り
、
我
々
が
よ
り
良
い
生
活
を
過
ご

す
た
め
の
黒
子
役
と
も
言
え
る
。
で
は

地
域
活
動
へ
の
参
加
者
は
多
い
の
だ
ろ

う
か
？
残
念
な
こ
と
に
、
地
域
を
問
わ

ず
参
加
者
が
少
な
い
。 

 

と
こ
ろ
が
東
日
本
大
震
災
以
降
、
現

場
に
変
化
が
起
こ
っ
て
い
る
。
人
と
の
つ

な
が
り
が
災
害
時
等
の
対
処
能
力
向

上
の
一
助
に
な
る
こ
と
を
一
般
が
広
く

知
り
、
活
動
に
参
加
し
始
め
た
の
だ
。

各
自
が
多
岐
に
わ
た
る
地
域
活
動
の
中

か
ら
自
分
に
合
う
活
動
を
選
び
参
加
。

そ
の
中
で
地
域
の
問
題
に
目
を
向
け

る
。
徐
々
に
で
は
あ
る
が
、
こ
れ
は
大
き

な
変
化
と
言
え
る
。 

 
地
域
の
自
治
を
守
り
我
々
が
よ
り
良

い
生
活
を
過
ご
す
た
め
の
黒
子
役
の
地

域
活
動
。
後
は
人
の
為
に
尽
く
そ
う
と

考
え
る
者
が
、
旗
振
り
役
と
し
て
地
域

を
引
っ
張
る
の
み
で
あ
る
。 

 
 

 

長
谷
川
琢
磨
（横
浜
市
都
筑
区
） 

 
 

国
会
見
学
・党
本
部
研
修
会
報
告 

≪特集≫ 
 

【特
別
報
告
】受
講
生
の
実
践
活
動 

編
集
後
記 

 
 

 
 

 
 

第
十
四
期
の
講
座
が
始

ま
っ
て
約
八
ヶ
月
が
経
過
し
ま
し
た
。
そ

の
間
、
自
民
党
は
政
権
を
奪
還
し
ま
し

た
。
運
営
委
員
会
も
、
発
足
後
、
海
自

見
学
や
特
別
セ
ミ
ナ
ー
を
成
功
さ
せ
る

た
め
議
論
を
重
ね
て
い
ま
す
。
（高
尾
） 

「石
破
幹
事
長
街
頭
演
説
会
報
告
」 

 

春
ま
だ
早
い
三
月
の
薄
曇
り
の
空
の

下
、
川
崎
駅
、
横
浜
駅
西
口
、
桜
木
町

駅
前
に
て
石
破
幹
事
長
の
街
頭
演
説
が

開
催
さ
れ
た
。
開
始
時
間
の
一
時
間
前

あ
た
り
か
ら
徐
々
に
市
民
が
集
ま
り
、

定
刻
に
な
っ
た
こ
ろ
に
は
多
く
の
人
集

り
と
な
っ
た
。
与
党
幹
事
長
の
街
頭
演

説
と
い
う
こ
と
で
、
警
備
に
あ
た
る
警

察
関
係
者
も
多
く
、
一
見
物
々
し
い
雰

囲
気
の
中
、
街
頭
演
説
が
行
わ
れ
た

が
、
石
破
幹
事
長
独
特
の
優
し
く
一
つ

一
つ
説
き
伏
せ
る
よ
う
な
語
り
掛
け

に
、
聴
衆
は
熱
心
に
聞
き
入
っ
て
い
た
。

わ
が
党
に
対
す
る
批
判
的
な
ヤ
ジ
も
な

く
、
最
後
は
幹
事
長
の
握
手
会
で
大
盛

況
の
う
ち
に
幕
を
閉
じ
た
。 

 
 

 

小
田
切
雅
義
（横
浜
市
中
区
） 

 

 

雨
風
が
か
な
り
強
か
っ
た
四
月
三
日

に
課
外
講
座
で
あ
る
国
会
、
自
民
党
本

部
の
見
学
会
が
行
わ
れ
た
。
朝
九
時
前

に
衆
議
院
側
に
集
合
し
、
国
会
見
学
会

が
ス
タ
ー
ト
し
た
。
見
学
者
の
中
に
は
小

学
校
の
遠
足
で
来
た
以
来
と
い
う
人
も

い
た
。  

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 

菅
議
員
事
務
所
の
方
に
案
内
し
て
い

た
だ
き
な
が
ら
進
み
、
衆
議
院
議
長

室
、
議
事
堂
、
自
民
党
総
裁
室
、
天
皇

陛
下
の
休
息
所
等
々
・・・、
普
段
は
テ
レ

ビ
で
し
か
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
所

を
見
学
す
る
こ
と
が
で
き
、
と
て
も
貴

重
な
体
験
を
す
る
こ
と
が
で
き
た
。 

 

自
民
党
本
部
で
は
、
自
民
党
総
裁
室

で
の
記
念
撮
影
、
総
裁
応
接
室
、
総
裁

選
挙
の
際
に
使
用
さ
れ
る
ホ
ー
ル
を
職

員
の
方
か
ら
説
明
を
し
て
い
た
だ
き
な

が
ら
見
学
を
し
た
。
昼
食
時
に
神
奈
川

県
内
選
出
の
国
会
議
員
の
先
生
方
が

入
れ
替
わ
り
来
て
い
た
だ
い
て
、
政
治
を

学
ぶ
我
々
に
熱
い
胸
の
内
を
聞
か
せ
て

い
た
だ
い
た
。 

 
中
央
政
治
大
学
院
長
で
あ
る
河
野
太

郎
先
生
は
政
治
大
学
の
あ
り
方
を
お

話
し
し
て
く
だ
さ
り
激
励
を
頂
き
、
石

破
幹
事
長
か
ら
は
野
党
に
転
じ
た
と
き

の
思
い
や
そ
し
て
今
、
政
権
を
取
り
戻

し
て
こ
れ
か
ら
日
本
を
ど
う
動
か
し
て

い
く
べ
き
か
を
お
話
し
い
た
だ
い
た
。 

 

こ
の
見
学
会
を
通
し
て
、
政
治
が
動
い

て
い
る
現
場
に
行
く
こ
と
が
で
き
、
ま
た

議
員
の
先
生
方
か
ら
話
を
拝
聴
す
る
こ

と
が
で
き
た
。
政
治
家
を
目
指
し
て
い

る
受
講
生
に
と
っ
て
は
、
自
民
党
か
な

が
わ
政
治
大
学
を
支
え
つ
つ
、
自
己
を

高
め
て
い
く
と
い
う
意
欲
が
強
ま
っ
た

一
日
と
な
っ
た
。 

 
 

 
 

 

福
田
健
司
（横
浜
市
中
区
） 

   


